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第 28回国民文化祭・やまなし 2013　里地・里山・里水 元気フォーラム

里人がつむぐ 都留の知恵
10月 19日（土）

　10:00　都留フィールド探索調査 -1 （要申し込み）

　11:30　昼食　各自飲食店　もしくは　お弁当（要申し込み）

　13:00　フォーラム開会 ご挨拶

　13:15　基調講演 「クニ（自立地域）をかなえる宝磨き」
   島谷幸宏　九州大学工学研究院環境社会部門教授

 　ゲスト報告 「小水力を核に地域を興す」
   石井 勇　宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町

　14:45　都留の事例報告

  都留の里地 「農的暮らし　～移住、自力建築、田んぼ、在来作物、NPO運営～」
   加藤大吾　NPO法人都留環境フォーラム代表

  都留の里山 「上下流連携による森づくり」
   石坂真悟　多摩川源流大学（東京農業大学）小菅村事務局

  都留の里水 「地域の水を再発見」
   賀川一枝　ミツカン水の文化センター機関誌『水の文化』編集長

  都留の里人 「みつめて、みえてきた里人のくらし」
   佐藤 洋　保全利活用システム研究会（都留市職員）

　16:30　フォーラムディスカッション

 　コーディネーター　高田 研　都留文科大学環境・コミュニティ創造専攻教授

　17:30 ～ 19:30　交流会 （要申し込み）

　

10月 20日（日）

　10:00　分科会

　  里地 「自然に沿った農的暮らし」
 　コーディネーター　加藤大吾　NPO法人都留環境フォーラム代表

  里山 「森林資源を活かす」
 　コーディネーター　石坂真悟　多摩川源流大学（東京農業大学）小菅村事務局

  里水 「水はみんなの宝」
 　コーディネーター　賀川一枝　ミツカン水の文化センター機関誌『水の文化』編集長

　12:00　昼食　「お楽しみいっぱいの都留メシ」（要申し込み）

　13:00　全体会　フォーラムは全体会を持って閉会とします

 　コーディネーター　高田 研　都留文科大学環境・コミュニティ創造専攻教授

　14:45　都留フィールド探索調査 -2 （要申し込み）

　17:00　解散

都留フィールド探索調査

10月19日（土）10:00～11:30　

■ 小水力発電コース -A
都留市が取り組んだ小水力発電所とエコハウスな

どの施設を廻ります
富士急行線谷村町駅隣りミュージアム都留集合：午前 10 時

終了後、都留文科大学までは各自移動をお願いします。

富士急行線谷村町駅より文大前駅下車、徒歩５分

■ 湧水・フィールドミュージアムコース
豊かな水に支えられている都留のまちを探索
富士急行線十日市場駅集合：午前 10 時

十日市場駅→永寿院→水掛け菜畑周辺→田原の滝→都留文

科大学　徒歩 90 分（約５km）

　　

10月 20日（日）14:45～17:00

■ ネイチャーセンターコース （定員 25 名）

宝鉱山閉山後につくられた宝の山ふれあいの里ネ

イチャーセンターは都留市の環境学習の拠点です
都留文科大学→宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター→

富士急行線都留市駅→都留文科大学　移動は中型バス１台

■ かとうさんちコース （定員 25 名）

東京から移住して、子育てしながら農に取り組む

NPO法人都留環境フォーラム代表の加藤大吾さん

ちです
都留文科大学→かとうさんち→富士急行線都留市駅→都留

文科大学　移動は中型バス１台

■ 小水力発電コース -B （定員 25 名）

ロケーションに溶け込んだ、工夫いっぱいの実験

エコ住宅をつくり、長年、水の文化にかかわって

きたトクさんが小水力発電にチャレンジ
都留文科大学→トクさんち→富士急行線都留市駅→都留文

科大学　移動は中型バス１台

クニをかなえる宝磨き
自立地域

プログラムは都合により予告なく変更する場合があります
予めご了承くださいますよう、お願い申し上げます



主催：文化庁、山梨県、山梨県教育委員会、
　　　都留市、都留市教育委員会、
　　　第 28回国民文化祭山梨県実行委員会、
　　　第 28回国民文化祭都留市実行委員会
企画：里地里山里水元気フォーラム企画委員会
事務局・申込先：都留市役所産業観光課
　　　午前 9時～午後 17時
　　　都留市上谷 1-1-1　電話：0554-43-1111（代表）
　　　申し込み開始：8月 1日

1955 年生まれ。1980 年九州大学大学院工学
研究科修士課程修了。旧建設省入省後、建設
省土木研究所にて河川研究に携わる。国土交
通省土木研究所河川環境研究室長を経て現職。
専門は河川工学、河川環境。
主な著書に、『水辺空間の魅力と創造』( 共著
/ 鹿島出版会 1987)、『河川風景デザイン』( 山
海堂 1994)、『河川環境の保全と復元ー多自
然型川作りの実際』( 鹿島出版会 2000) 他。
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　都留には、「里地、里山、里水」があります。

そこには長年にわたって培われてきた暮らしが今

も息づいています。自然はそこに暮らす人々のつ

ながりを育み、その知恵と文化は人々の心を豊か

なものにしてきました。このような里地、里山、

里水という豊かな資源と、それを支えてきた自然、

そして現在に引き継がれている人々の生活文化を

再評価するフォーラムを開催します。　

里人がつむぐ 都留の知恵
クニをかなえる宝磨き

自立地域

フォーラム開催日時：2013年10月19日（土）20日（日）フォーラム開催日時：2013年10月19日（土）20日（日）
フォーラム開催会場：都留文科大学フォーラム開催会場：都留文科大学
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1955 年生まれ。1980 年九州大学大学院工学
研究科修士課程修了。旧建設省入省後、建設
省土木研究所にて河川研究に携わる。国土交
通省土木研究所河川環境研究室長を経て現職。
専門は河川工学、河川環境。
主な著書に、『水辺空間の魅力と創造』( 共著
/ 鹿島出版会 1987)、『河川風景デザイン』( 山
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